
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南葛西中学校 学校だより 

輝き 
令和 7 年度 第 5 号  

＜令和 7 年 9 月 1 日発行＞ 

江戸川区立南葛西中学校 

校長 日野 志磨子 

日 曜 行事予定

1 月 始業式

2 火 給食開始
3 水

4 木 実力テスト(3)

5 金

6 土
学校公開、新入生保護者説明会8:50～、
道徳授業地区公開講座

7 日

8 月 振替休業日

9 火 朝礼、安全指導

10 水
11 木

12 金 自転車交通安全教室(全)

13 土
14 日

15 月 敬老の日

16 火
17 水

18 木 第２回定期考査、給食なし

19 金
第２回定期考査、採点日、専門委員会、
避難訓練

20 土
21 日

22 月 生徒朝礼

23 火 秋分の日

24 水

25 木 生徒会役員選挙リハ

26 金 生徒会役員選挙、水泳指導終

27 土
28 日
29 月
30 火

時代の流れと学校の変化 

４４日間の夏休みは終わり２学期が始まります。生徒

たちは十分なエネルギーをチャージできたことと思い

ます。令和５年度から８月３１日までの夏季休業期間に

変わり生徒もゆったり過ごせる時間が増えたここと思

います。８月２５日までの夏休みと違い、ゆとりを感じ

ます。 

ところで、早くも９月６日（土）には来年度入学する

保護者の方に向けた「新入生保護者説明会」が行われま

す。来年度から入学予定の生徒達から３５人学級が順次

実施されます。３年後の令和１０年度には全クラス３５

人学級になりますから、本校は生徒数が大きく減少する

ことになります。現在の３年生は５クラス１７５名です

が、本校の標準クラス４クラスの生徒が入学してくると

仮定すると１３０名程度になります。その後も２年間で

減少が予想されます。本校は各学年４クラス編成に対応

した校舎のつくりになっており、これに準じて１２クラ

スを基本で算出すると全校４００名程度という生徒数

が算出されます。 

さて、生徒数が減ることによって見直さなければいけ

ないことが多々出てくると思います。現在、英語と数学

で行っている、少人数授業などどのようになるのか未確

定なところがあります。また、部活動地域移行の流れと

ともに部活動数も見直しになるかもしれません。しか

し、今も手狭な教室にゆとりが生まれる、先生方もクラ

スの人数が減ることでより一層細やかな指導や生徒と

の深いかかわりができるという利点が多いと考えます。 

時代の流れとともに学校は変化していきますが、生徒

たちは教職員、保護者、地域の方々に支えられて成長し

ていくことは変わりません。今学期も南葛西中へのご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

 

生活目標 

生活のリズムを修正し、 

高い意識を持って 

学校生活を送ろう。 

 

 



～ 林間学校（２年生） ～ 

７月２１日（月）～２３日（水）の３日間、栃木県大田原市へ行ってきました。 

中学生になって初めての宿泊行事は都会の喧騒から離れ、川や木々、田畑に囲まれたのどかな地域で各農

家のお宅に宿泊し、農作業や農家のお仕事を体験しました。 

１日目のメイン活動は自然探索のトレッキングでした。山下りは歩行、着地時の転倒防止のための膝への

力の入れ具合や足元の注意など登りの場合とは違った難しさがありましたが、生徒達はインストラクターさ

んの指示に従い、友人と言葉を交わしながら２時間程の散策を楽しんでいました。また途中の吊り橋では生

徒の歩みに吊り橋が大きく揺れ、私を含めて高い場所が苦手な人にとっては少しスリリングな瞬間でした。

入村式を終え、夕方から各民泊先に移動した後は公共温泉浴場で汗を流し、夜に花火をした班もありました。 

朝靄が立ち込めた２日目は天候良好で早朝（外気温が上がる前）から多くの家庭で野菜の収穫や軽度の力

仕事といった作業を体験しました。気温が上がり、外での作業を終えた後は各民家の方々と昼食づくりをし

ました。竹を割って道具から食器まで手作りして流しそうめんを楽しんだ班、スイカ割りやうどん作りをし

た班、川遊びやバーベキュー、薪割りに挑戦した班、昼食以外では森の中でピアノを弾いた生徒や、山の中

に作られたブランコやターザンロープで遊んだ生徒、他にも牧場や水族館などの観光施設に連れて行ってい

ただいた班もありました。 

最終日の退村式では各受入れ農家さん達にお別れの挨拶をしました。農家さんから連絡先をいただいた班

や、旅行の際にまた訪れるという約束を交わしている生徒もいました。たった３日間でしたが互いに別れを

惜しむ様子は心温まる素敵な光景でした。 

 都会ではあまり見かけない植物や動物とのふれあいや、川を流れる水の色、夜空に広がる星々などといっ

た自然を肌で感じることも貴重な経験になったと思います。また、受け入れ先農家のご家庭のように初めて

会う方々との交流や班のメンバーとの協力も大切な学びの一つでした。田舎町での暮らしと日々私たちが生

活する環境を比較すると「多くの違い」がありました。林間学校で学んだことはもちろん、感じたことや気

づいたこと一つひとつを大切にしていってほしいと思います。 

 林間学校担当 藤吉 伸勝 

 

 

 

 

 

 

～ なぎさ納涼祭 ～ 

お盆休み明けの８月１６日（土）と１７日（日）の２日間、なぎさニュータウンで行われた 

納涼祭のボランティアに参加しました。両日とも厳しい暑さでしたが、参加生徒それぞれが子どもみこしや

山車の補助をしたり、焼きそばやフランクフルトの販売のお手伝いをしたりと与えられた仕事に対して頑張

る姿が見られました。自治会の皆さまも優しく接してくださったため、もっとできることはないかと自ら仕

事を探しに行く生徒も見られました。１日目はウィンドオーケストラ部の演奏があり、ボランティア生徒も

会場の皆さまと一緒に盛り上げるなど、２日間とも楽しみながら一生懸命に活動することができました。 

今回は１５日（金）、１８日（月）に事前準備、後片付けでボランティア参加した生徒もおります。 

学校生活だけでは学べないことを体験させてくださった地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

なぎさ納涼ボランティア担当 北岡 崚 

 


